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あじさい鮎釣り解禁

中田の棚田での田植え

ホタル
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■
主
催
：
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

■
試
験
日
：
11
月
23
日
（
日
）

■
試
験
会
場
：
和
歌
山
市
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー
福
祉
交
流
館
（
和
歌
山
市
小
人
町
29

番
地
）
※
11
月
３
日
（
月
・
祝
）
同
会
場

に
て
希
望
者
に
受
験
講
習
を
実
施

■
申
込
書
配
布・受
付
期
間：
８
月
６
日（
水
）

～ 

９
月
５
日
（
金
）
ま
で 

（
当
日
消
印

有
効
）
※
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便
）
に
よ

り
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
へ
提
出

■
申
込
書
配
布
場
所
：
紀
美
野
町
水
道
課
又

は
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

問　

和
歌
山
県
下
水
道
協
会

　
　
℡ 

４
３
５
‐
１
０
９
３

令
和
７
年
度
和
歌
山
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

貴
志
川
清
掃
の
お
知
ら
せ

今
年
も
貴
志
川
を
綺
麗
に
し
ま
し
ょ
う
！

■
募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生

■
資　
　
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間　
８
月
７
日
ま
で

■
試
験
期
日

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験　
８
月
17
日
～
19
日

・
身
体
検
査　
　
８
月
23
日

・
口　
　
述　
　
８
月
23
日

■
試
験
会
場　
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

※
詳
細
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　
有
田
募
集
案
内
所

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
国
民
年

金
保
険
料
免
除
制
度
」
や
、「
国
民
年
金
保

険
料
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
当
制

度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
住
民
課
ま
た
は
美
里

支
所
住
民
室
で
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
免
除
制
度
の
受
付
は
７
月

１
日
よ
り
開
始
し
、
対
象
期
間
は
令
和
７
年

７
月
１
日
か
ら
、
令
和
８
年
６
月
30
日
分
ま

で
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
２

年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
免
除
制
度
に
つ

い
て
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　
℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０

戦
没
者
な
ど
（
軍
人
、
軍
属
と
し
て
の
在

職
期
間
中
ま
た
は
準
軍
属
と
し
て
の
公
務
上

の
傷
病
な
ど
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
）

の
遺
族
に
対
す
る
第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象　
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に

次
の
順
位
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給

【
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
】

　
①
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

　
②
戦
没
者
等
の
子

　
③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹

　
④　
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の

親
族
（
甥
・
姪
等
）

※
③
、
④
は
一
定
の
条
件
あ
り

■
支
給　
額
面
27
万
５
千
円

　
　
　
　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

■
請
求
方
法　
請
求
に
は
戸
籍
・
本
人
確
認

書
類
等
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
保
健
福
祉

課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

日
常
生
活
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

・
歯
磨
き
を
す
る
。

・
ご
飯
を
作
る
。

・
お
風
呂
に
入
る
。

す
べ
て
に
お
い
て
【
水
】
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
【
水
源
】
だ
か
ら
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
こ
の
清
流
で
あ
る

貴
志
川
を
共
に
綺
麗
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時 

７
月
27
日
（
日
）
９
時
～
11
時
頃

※
当
日
悪
天
候
（
川
の
増
水
含
む
）
の
場
合

は
、
８
月
３
日
（
日
）

・
受 

付
８
時
30
分
～

・
開
会
式 

９
時 

下
佐
々
河
南
集
会
所
（
下

佐
々
１
１
４
５
番
地
）

■
場
所　
下
佐
々
河
南
集
会
所

■
そ
の
他

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
保
険
加
入
等

の
都
合
上
、
７
月
14
日
（
月
）
ま
で
に
教

育
課
（
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
主
催　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
実
行
委
員
会

防
衛
省
か
ら
の
お
し
ら
せ

　
　
℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

詳細はこちら
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熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
環
境
下

で
、
体
温
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
ず
、
体
内

に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。

症
状
は
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
頭
痛
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
意
識
の

低
下
や
痙
攣
な
ど
が
起
こ
り
、
命
に
関
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
、
室

内
で
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

高
齢
者
や
小
さ
な
こ
ど
も
、
体
調
不
良
の

方
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
、
身
近
な
方
が

気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
に
関

す
る
情
報
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
、
環

境
省
及
び
気
象
庁
の
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認

し
、
適
切
な
熱
中
症
予
防
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
７
月
2
・
9
・
16
・
23
・
30
日

健
康
相
談
の
お
し
ら
せ

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
の
発
達
等
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、「
保

護
者
の
た
め
の
学
習
会
」
を
年
６
回
、
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
ど
も
達
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
令
和
７
年
８
月
８
日
（
金
）

　
　
　
10
時
30
分
～
15
時

【
場
所
】
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階　
調
理
室

【
対
象
者
】
こ
ど
も
の
行
き
渋
り
や
発
達
等

で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
・
こ
ど

も

【
内
容
】
カ
レ
ー
作
り
・
お
楽
し
み
会

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

　
　
　
　

米
（
２
人
で
１
合
）

【
参
加
費
】
1
人　
３
０
０
円

※
令
和
７
年
８
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

子
育
て
推
進
課

　
　
（
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

℡ 

０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０

「
保
護
者
の
た
め
の
学
習
会
」

～
夏
の
交
流
会
～

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
方
を
み
か
け
た
場
合

に
は
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
反
応
が
お
か

し
い
、
自
力
で
水
分
補
給
が
出
来
な
い
な
ど

症
状
が
重
い
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。
無
理
は
せ
ず
に
徐
々
に
体

を
暑
さ
に
慣
ら
し
、
夏
を
乗
り
越
え
る
体
力

を
つ
け
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
栄
養
と
休
息

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◇エアコンや扇風機で室温をこまめ
に調節する

◇こまめに水分・塩分を補給する
◇外出時は、帽子や日傘等を利用し、

直射日光を防ぐ
◇通気性のよい、吸湿速乾性の衣類

を着用
◇十分な睡眠とバランスの良い食事

を心がける

【熱中症予防】

◇涼しい場所に移動
　風の通る日陰、エアコンの効いた

室内
◇体を冷やす
　衣類をゆるめ、首の周り、わきの

下、　足の付け根などを氷や冷え
た飲料水のペットボトルで冷やす

◇水分補給
　水分、塩分、経口補水液など
　を補給

【熱中症が疑われる場合の対応】

保
健
福
祉
だ
よ
り

子
育
て
支
援
だ
よ
り

紀美野町HP

ホームページ
有料広告

申込フォーム

広報きみの
有料広告

申込フォーム

詳細は町ホームページを
ご確認ください

掲載開始希望月の2月前の
20日までにお申し込みください。
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地域おこし協力隊
自伐型林業の担い手として新たに２人着任

５月15日と16日の２日間、大阪関西万博におきまして紀美野町、商工会、観光協会及び公募出店者によりPR
活動と物販を行いました。紀美野町のブースが設けられた関西パビリオンの多目的エリアには2日間で10,231
人のお客様で賑わい、八朔ジュースや梅シロップ、栗ジャム、棕櫚製品などたくさんの地元産品をお買い上
げいただきました。また、町
の観光PRにはCIRやALTの皆
さんも強力な助っ人としてイ
メージキャラクターきみちょ
んとともに活躍してくれ、お
越しいただいた多くの皆様に
紀美野町を知っていただくこ
とができました。

大阪関西万博にて紀美野町をPR ！！ 問　産業課
　　℡ ４８９‐５９０１

問　産業課
　　℡ ４８９‐５９０１

紀美野町HP

元紀美野町消防団第15分団長の神谷さんが、長年にわ
たり地域の防火防災にご尽力された功績に対して、瑞宝
単光章を受章されました。神谷さんは、昭和56年４月消
防団に入団し、平成26年４月から平成28年３月まで分団
長を務められました。

この度の栄えある受章、心よりお慶び申し上げます。

■氏　名　柴
しば

　章
しょう

悟
ご

（写真右）
■一　言　東京都から移住しました、柴です。30年以上東京に居たので大きく環境

を変えたいと思い、また純粋に自然が好きなため、自然に関わる仕事をしたく自
伐型林業に携わらせていただくことになりました。町外の人達に紀美野町を知っ
てもらう機会がもっと増えるように頑張りますので、よろしくお願いします。

■氏　名　菅
すが

原
はら

　豊
とよ

幸
ゆき

（写真左）
■一　言　大阪府から来ました。趣味はバイク・自動車等の乗り物全般、アウトド

ア全般（特に山登り）、読書、そして物を創る事です（長年、家具造りをしてい
ました）。山から切り出した木を使って家具を作ったり、町の多くの人達と繋が
りを持って楽しい企画を考えたりしていきたいと思っています。

令和７年６月に２名の自伐型林業を担う、新たな地域おこし協力隊が着任しました。先輩隊員４人とともに、
環境保全や災害に強い森づくりを推進するため、町内各所の山林で活動していきます。どうぞよろしくお願い
します。

春の叙勲　瑞宝単光章を受章
元 紀美野町消防団第15分団長　神

かみ
谷
や

　幹
みき

夫
お

さん



2025.75

令
和
６
年
に
支
給
し
た
調
整
給
付
金
は
町

民
の
皆
さ
ま
に
速
や
か
に
支
給
す
る
観
点
か

ら
令
和
５
年
中
の
所
得
等
を
基
に
し
た
推
計

額
を
用
い
て
支
給
額
を
算
定
し
ま
し
た
。　

今
回
の
調
整
給
付
金
（
不
足
額
給
付
分
）

は
令
和
６
年
分
所
得
税
額
及
び
定
額
減
税
可

能
額
が
確
定
し
た
結
果
、
本
来
給
付
す
べ
き

調
整
給
付
金
の
額
が
調
整
給
付
金
（
当
初
給

付
分
）
の
額
を
上
回
っ
た
方
等
に
対
し
て
追

加
で
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
紀

美
野
町
に
お
住
ま
い
で
、
調
整
給
付
額
に

不
足
の
生
じ
た
方
。

　
（
具
体
的
な
例
）
令
和
５
年
中
所
得
に
比

べ
令
和
６
年
中
所
得
が
減
少
し
た
方
、
こ

ど
も
の
出
生
等
で
扶
養
親
族
等
が
令
和
６

年
中
に
増
加
し
た
方
な
ど

■
支
給
手
続　
対
象
者
の
方
に
は
７
月
末
頃

よ
り
順
次
、
給
付
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　
10
月
31
日

※
令
和
６
年
１
月
２
日
～
12
月
31
日
に
紀
美

野
町
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
①
又
は
②
に

該
当
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
住
民
税
課
税
世
帯
の
青
色
事
業
専
従
者
又

は
事
業
専
従
者(

白
色
）
の
方

②
所
得
税
及
び
住
民
税
所
得
割
と
も
に
定
額

減
税
前
税
額
が
ゼ
ロ
で
合
計
所
得
金
額
が

48
万
円
超
の
方

令
和
７
年
７
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了
に

伴
い
資
格
確
認
書
（
旧
被
保
険
者
証
）
を
更

新
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
年
次
更
新
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
皆
さ
ま

に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
申
請
な
し
で
、
令
和
８
年
７
月

末
ま
で
使
え
る
「
資
格
確
認
書
」
を
お
届
け

し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
が
お
済
み
で
な
い

方
も
、「
資
格
確
認
書
」
で
医
療
を
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
保
険
証
と
し
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ご
利
用
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

■
新
年
度
の
資
格
確
認
書
に
つ
い
て

新
し
い
資
格
確
認
書
は
『
う
す
い
緑
色
』

で
す
。
７
月
初
旬
頃
か
ら
順
次（
簡
易
書
留
）

郵
便
に
て
郵
送
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。今

回
お
届
け
す
る
『
う
す
い
緑
色
』
の
資

格
確
認
書
は
お
手
元
に
届
き
次
第
使
用
で

「
定
額
減
税
し
き
れ
な
か
っ
た
方
」
へ

の
給
付
金
（
不
足
額
給
付
）
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

資
格
確
認
書
の
年
次
更
新
に
つ
い
て

き
、
令
和
８
年
７
月
31
日
ま
で
使
え
ま
す
。

そ
れ
が
届
く
ま
で
は
、
現
在
お
持
ち
の
資
格

確
認
書
（
ま
た
は
被
保
険
者
証
）「
う
す
い

オ
レ
ン
ジ
色
」
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
現
在
お
持
ち
の
資
格
確
認
書
（
ま
た
は
被

保
険
者
証
）「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
に

つ
い
て

「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
の
資
格
確
認
書

（
ま
た
は
被
保
険
者
証
）
は
８
月
１
日
以
降

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
資
格
確
認
書
『
う
す
い
緑
色
』
が

お
手
元
に
届
き
次
第
、「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ

色
」の
資
格
確
認
書（
ま
た
は
被
保
険
者
証
）

は
、
役
場
に
お
越
し
の
際
に
ご
返
却
い
た
だ

く
か
、
細
断
す
る
な
ど
し
て
、
住
所
・
氏
名

な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
の
う
え
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
割
合
の
区
分
変
更
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
等
に
よ

り
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

例
①　
今
ま
で
１
割
で
あ
っ
た
方
が
２
割
負

担
に
変
更
と
な
る
場
合

　
「
２
割
（
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
は
１

割
）」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

例
②　
今
ま
で
１
割
で
あ
っ
た
方
が
３
割
負

担
に
変
更
と
な
る
場
合

　
「
３
割
（
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
は
１

割
）」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
夏
季
に
お
い
て

安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る

た
め
、献
血
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
、

普
及
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
献
血
に
ご
協
力
を
！
】

病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
使
わ
れ
る
輸

血
用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意
の
献
血
で
得
ら

れ
た
血
液
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
期
間
保
存
で
き
な
い
血
液
を
安
定
供
給

す
る
た
め
、
献
血
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
、
年
間
約
５
か
所
で
献
血

の
日
程
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
献
血
日
程

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
そ
の
他
実
施
場
所

　
和
歌
山
駅
前
献
血
ル
ー
ム

　
　
９
時
30
分
～
13
時
、
14
時
～
17
時

　
　
30
分
（
毎
週
金
曜
日
は
定
休
日
）

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

７
月
は
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動

※
詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

紀美野町HP

紀美野町HP
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　農山村でのなりわい創りについて学ぶ「きみの地域づくり学校」の受講生を募集しています。
　第４回は「地域づくりに必要な人材育成」と題し、行政、民間企業、起業者のそれぞれの経験と実践を伺い、
ワークショップも交えながら、これからますます深刻になる地域課題の解決に向けて求められる人材とその育
成を考えます。
■日　　程　８月30日（土）　12時30分～ 17時30分　（12時開場）
■場　　所　紀美野町総合福祉センター
■講義内容　①追手門学院大学教授　牧野光朗氏「求められる『連携力重視型人材』」
　　　　　　②株式会社パソナグループ NATUREVERSE総本部 ゼネラルディレクター　日下もえぎ氏
　　　　　　　「地域の課題解決と人材育成」
　　　　　　③アンフィ合同会社　代表　佐々木彰央氏
　　　　　　　「DX化が生んだグローバルな製造業務とCSR活動を軸とした他機関との連携」
■受 講 料　１講義2,500円／１回（３講義）6,000円
■申込方法　町ホームページからお申し込みください。
■申込締切　８月８日（金）

　放送大学は、2025年10月入学生を募集しています。
　10代から90代の幅広い世代、８万４千人以上の学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な
目的で学んでいます。
　授業には３つのスタイルがあり、BS放送やインターネットで視聴の他、講師から直接受ける授業があります。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、300以上の幅広い授業科目があり、１科目から学
ぶことができます。
　１単位の授業料は6,000円（入学料は別）。半年ごとに学ぶ科目分だけの授業料を払うシステムです。
　全国にキャンパスにあたる学習センター等が設置されており、面接授業（スクーリング）の開講やサークル
活動などの学生交流も行われています。
■出願期間　第１回：令和７年８月29日（金）まで
　　　　　　第２回：令和７年９月11日（木）まで
　資料を無料で差し上げていますので、お気軽に放送大学和歌山学習センターまでご請求ください。

　自分で書いた遺言書を法務局に預けることで、様々なトラブルを防ぐことができる制度（自筆証書遺言書保
管制度）について、法務局職員が分かりやすく説明します。

■日　　時　令和７年７月16日（水）14時から15時まで
　　　　　　令和７年８月15日（金）14時から15時まで
■場　　所　和歌山地方合同庁舎５階共用会議室（和歌山市二番丁３）
■定　　員　30名（完全予約制）
■参 加 費　無料
■予約締切　令和７年７月16日開催分：令和７年７月15日（火）正午
　　　　　　令和７年８月15日開催分：令和７年８月 ８日（金）17時
■予　　約　和歌山地方法務局総務課　℡ 073 ‐422 ‐5131

きみの地域づくり学校座学編
第4回受講生を募集します

放送大学入学生募集のお知らせ

自筆証書遺言書保管制度説明会の開催

問　きみの地域づくり学校運営協議会
　　事務局：まちづくり課
　　℡ ４９５‐３４６２

問　放送大学和歌山学習センター
　　℡ ０７３‐４３１‐０３６０

問　和歌山地方法務局総務課
　　℡ ０７３‐４２２‐５１３１

紀美野町HP
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ここが
知りたい

避難所は災害から比較的安全な場所に指定していますが、避難所がすべての災害において安全な場
所ではありません。またご自身が安全な場所にいる場合は避難所に行く必要はありません。ご自身の
いる場所をハザードマップで確認した上で、危険度の高い地域である場合には避難が必要です。 避難
をする場所は、安全な場所に住んでいてお世話になる事ができる親せきや知り合いの家、指定避難所
となります。

　町内の各土のうステーション（役場・支所・各消防分団倉庫）にある土のう及び、土のうの材料は
災害発生時にご活用いただくもので、平常時については、ご自身での浸水対策をお願いします。
例）ご自身で土のうの材料を購入し作成する。詰まっている水路の清掃をして普段から水捌けを良く
　　するなど

　避難所の開所準備が整い次第、防災無線にて
おしらせします。

非常食や備蓄用の水は、消費期限が長いです。そのため、何年
も放置してしまうことが多く気付かないうちに消費期限が切れて
いる可能性があります。半年に一度、見直しの日をご自身で設定
して、消費期限が近いものなどは普段の食事に取り入れて新しい
ものを購入することで、非常食を無駄なく備蓄できます。

　町の備蓄品は数に限りがあり、種類も限られているため、自分の必要なものは自分でご持参ください。
例）食料と飲料水、普段使用している薬、救急セット、アルミシート、衣類、モバイルバッテリーなど
　　特に自主避難の場合や、事前に災害が予想できる際は、極力ご自身で避難物資をご用意ください。

紀美野町の防災情報 !!

A.

A.

A.

A.

A.

避難所は町内でも比較的安全な場所にあります。

いつでももらえるわけではありません。

避難所準備が出来次第、防災無線で
放送します。

半年に一度の見直しを行いましょう。

避難する際はご自身が必要と考えるものをご持参ください。

Q.

Q.

Q.

Q.

Q.

避難所は安全ですか？

土のうはいつでももらえますか？

避難所はいつ開きますか？

家の非常食などの見直しのタイミングは？

避難する際には何を持っていけばよいですか？

問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

避難所
二次元コード

土のうステーション
二次元コード

ハザードマップ
二次元コード
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■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489 - 5368

ふれあいネット生涯学習情報

今年も二日に分けて夏祭りを開催します！

−わが町サークル−　「紀美野平和を未来につなぐ会」

家庭教育学級「たんぽぽふれあい学級」

ラジオ放送100年記念 レトロラジオ展

　町民の皆さんにより楽しんでもらう夏祭りにするため、今年も祭り前日に町内５カ所で花火を打ち上げます。
祭り当日はステージ出演や出店、盆踊りなど、皆さんが楽しめるプログラムを予定しています。詳しくは７月
下旬にチラシを配布しますのでご期待ください。

【前夜祭花火】
■日時：８月14日（木）
　※打ち上げ場所・時刻は７月下旬配布のチラシでご確認ください。

【祭り当日】
■日時：８月15日（金）　16時～
■場所：木の温もり広場（神野市場217番地）

【夏祭りのステージ出演・出店の募集】
■応募：【出演】きみの夏祭り実行委員会（紀美野町青少年センター内）℡ 489 ‐5909
　　　 【出店】紀美野町商工会（役場美里支所内）　℡ 495 ‐3260
　右記二次元コードから様式をダウンロードし、必要事項を記載のうえ、ご応募ください。
■期限：７月15日（火）【期限厳守】
　・出演、出店の希望者が多数等の場合は、実行委員会で調整いたします。（会場スペースの都合により出店

いただけない場合がございますのでご了承ください。）
　・出店を希望する団体は、構成員名簿を提出していただきます。【構成員の３分の２以上が紀美野町民であ

る団体に限ります。】

　中央公民館エントランスにて「原爆写真展」を開催します。
　皆さん、お誘いあわせのうえ、お越しください。
■展示期間：７月30日（水）12時～８月７日（木）16時まで
問　中央公民館　℡ 489 ‐2877

～魔法の板『カプラ』であそぼう～
■日　　時：８月２日（土）10時～ 11時30分
■場　　所：きみのこども園（おゆうぎ室）
■申込期限：７月28日（月）
■申 込 先：教育課　℡ 489 ‐ 5915　
　　　　　　または右記の二次元コードからお申込みください。
※興味のある人はどなたでもご参加ください。

　ラジオ放送が100年を迎えました。今回、生石ラジオ館の北村富郎氏
が所蔵する大正後期から昭和初期にかけての貴重なラジオをお借りし展
示します。ぜひ皆さん、その時代に放送されたであろう声を感じに、中
央公民館へお越しください。
■期　間：７月２日（水）～８月18日（月）
■場　所：中央公民館２階　ふれあいサロン
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　町スポーツ少年団の剛柔流空手道教室美里に所属している中家
杏さんが第61回和歌山県空手道選手権大会の形競技個人戦におい
て入賞され、８月21日（木）～ 24日（日）に東京で開催される
全国大会の出場権を獲得しました。
　全国大会では持っている力を十二分に発揮し、ご活躍されるこ
とを心よりお祈り申し上げます。

※「形競技」とは仮想の敵に対する攻撃技・防御技を一連の流れ
で演舞し、技の正確さ、スピード、力強さなどを競う競技です。

　誰しも介護が必要と感じたときのために、介護保険制度の内容から実際の利用までを、分かりやすくお話
します。
内容：要介護認定の相談や申請手続きについて
　　　利用できるサービスや支援について
日時：７月23日（水）13時30分～ 15時
場所：志賀野地区公民館　１階会議室
講師：紀美野町保健福祉課
　　　野上厚生総合病院　ケアマネージャー 中谷幸子 氏 
※参加費、申込み不要です。皆さん、お気軽にご参加ください。
問　志賀野地区公民館　℡ 489 ‐5145（火曜・祝日を除く13時～ 17時）

　刺繡枠を使ったフラワーアレンジメントを楽しみましょう。
日　　時：７月30日（水）13時30分～ 15時
場　　所：小川地区公民館 ２階視聴覚室
対　　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　　員：10人（先着順）
参 加 費：1,500円
　　　　　※キャンセルの場合でも返金しません。材料をお渡しします。
服　　装：汚れても大丈夫な服もしくはエプロン持参
講　　師：南 美季 氏
申込期間：７月５日（土）～ 19日（土）17時まで
申 込 先：小川地区公民館　℡ 489 ‐4511（火曜日除く13時～ 17時）

　５月18日「花いっぱい　紀美野町」をスローガンに、花いっぱい運
動が実施されました。
　マリーゴールド・ベゴニア・トレニアの花が、こども園、小学校、
中学校、各施設、各地区に綺麗に植えられています。
　花いっぱい運動にご参加いただいた皆さま、ありがとうございまし
た。

第25回全日本少年少女空手道選手権大会出場！！

志賀野地区公民館講座　なるほど知って安心！　介護保険制度

小川地区公民館講座　カレイドフレーム作り

花いっぱい運動が実施されました

イメージ図・当日花材・
雰囲気は変わります。
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■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「
記
念
日
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
七
恵　
著

「
タ
コ
・
イ
カ
が
見
て
い
る
世
界
」　　
　
　
吉
田
真
明　
著

「
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん 
３
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

児
童
書

「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
あ
る
日
の
お
は
な
し
」　　
　
　
　
児
童
書

【
小
川
地
区
公
民
館
】

「
書
い
て
は
い
け
な
い
」　　
　
　
　
　
　
　
森
永
卓
郎　
著

「
ど
う
せ
そ
ろ
そ
ろ
死
ぬ
ん
だ
し
」　　
　
　
　
香
坂
鮪　
著

「
す
こ
し
ず
る
い
パ
ズ
ル　
４
」　　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
い
た
だ
き
！
！
な
ぞ
の
ど
デ
カ
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】

「
ひ
ま
わ
り
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
川
帆
立　
著

「
ゲ
ー
テ
は
す
べ
て
を
言
っ
た
」　　
　
　
　
鈴
木
結
生　
著

「
問
題
。-

以
下
の
文
章
を
読
ん
で
、
家
族
の
幸
せ
の
形
を
答

え
な
さ
い-

」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
見
和
真　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
そ
れ
い
け
！
平
安
部
」　　
　
　
　
　
　
　
宮
島
未
奈　
著

「「
好
き
」
を
言
語
化
す
る
技
術
」　　
　
　

三
宅
香
帆　
著

「
ま
て
な
い
の
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

【
１
０
０
冊
表
彰
】
西
浦
竜
成
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
０
０
冊
表
彰
】
松
本
裕
莉
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
３
０
０
冊
表
彰
】
井
澤
佳
奏
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
４
０
０
冊
表
彰
】
井
澤
奈
々
佳
（
野
上
小
学
校
）

鮎
釣
を
見
つ
め
て
を
り
ぬ
シ
ニ
ア
カ
ー　
　

山
本
隆
之

紫
は
母
校
の
色
よ
桐
の
花　
　
　
　
　
　
　

中
島
紀
生

皮
を
剝は

ぐ
こ
と
の
無
く
な
り
棕し

ゅ
ろ櫚
の
花　

馬
谷
富
貴
子

追
伸
に
酒
の
こ
と
書
き
花
便
り　
　
　
　
　
　
　

前
廣

手
料
理
に
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
の
隠
し
味　
　
　

奥
田
吉
彦

キ
ー
ボ
ー
ド
打
つ
新
緑
に
背
を
向
け
て　
　
　

浦
貴
子

こ
の
春は

る

宵よ

お
ぼ
ろ
月
夜
に
肌
寒
し

　

葉
桜
ゆ
ら
す
一い

ち
じ
ん陣

の
風　
　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

今
は
亡な

き
媼お

う
な

の
く
れ
し
八
重
さ
つ
き

　

庭
に
匂
え
ば
在あ

り
し
日
思
う　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

名
の
如
く
あ
な
た
は
き
れ
い
庭
の
辺べ

に

　

羽
を
広
げ
る
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン　
　

西
佐
古
祐
子

う　

た　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
室
だ
よ
り

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

５
月
13
日（
火
）に
１
～
５
年
生
が
大
阪
・
関
西
万
博
に
、

同
週
15
日
（
木
）・
16
日
（
金
）
に
は
６
年
生
が
奈
良
・
京

都
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
万
博
で
は
、
世
界
最
大
級
の
木
造

建
築
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」
を
歩
き
、
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
・
コ

モ
ン
ズ
館
に
入
館
。「
今
し
か
な
い
万
博
」を
楽
し
み
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
は
、
奈
良
・
京
都
を
巡
り
、
日
本
の
歴
史
や
文

化
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
、
学
び
・
楽
し
い
、
充
実
し
た
２
日

間
を
送
り
ま
し
た
。

遠
足
で
大
阪・
関
西
万
博
に
１
～
５
年
生
が
、６
年
生
が

修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。─ 

下
神
野
小
学
校 

─

≪修学旅行≫ ≪大阪・関西万博≫

鮎
漁
解
禁
と
な
る
と
、
貴
志
川
で
も
愛
好
家
た
ち

の
鮎
釣
の
光
景
を
見
か
け
る
。
そ
の
様
子
を
橋
の
上

か
ら
見
つ
め
て
い
る
老
人
が
い
る
。
き
っ
と
、
昔
は

こ
の
川
で
釣
果
を
競
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
中
七
の

見
つ
め
て
お
り
ぬ
に
そ
の
老
人
の
哀
愁
が
た
だ
よ

い
、
下
五
の
シ
ニ
ア
カ
ー
の
措
辞
に
も
作
者
の
絶
妙

な
表
現
の
巧
み
さ
を
痛
感
す
る
。



7月

5月の人口の動き（令和７年5月１日～ 31日）　転入8人　転出9人　出生1人　死亡10人

総人口　7,601人（−10）［男 3,530人（−5）女 4,071人（−5）］
世帯数 3,929世帯（−1）　　紀美野町面積　128.34㎢

2025.711

行事名 日　時 開催場所 問合せ先（０７３）

移動町長室 23日（水） 美里支所 住民室
総務課

495 - 3471
489 - 5912

行政相談 17日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 - 5912
495 - 3471

障害者巡回相談 16日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センターAOI
障害者相談支援事業所らん

489 - 2908
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放

９日（水）・23日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

毎週水曜日
10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

９日（水）９時30分～ 11時30分 きみのこども園
子育て支援センター

※育児相談は、希望さ
れる方法（来所・電
話・訪問）にてお受
けしています。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 - 6700

30日（水）９時30分～ 11時30分 子育て支援センター
カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

15日（火）
９時30分～ 11時

子育て支援センター

「野いちごの会」による
絵本の読み聞かせ ４日（金）10時30分～

クッキング教室 10日（木）10時～ 12時

育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会 ５日（土）・13日（日）・19日（土）
・23日（水）・27日（日） 動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500

クリニック
（健康診断書発行） 14日（月）・28日（月）

９時30分～ 10時15分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・
肝炎ウイルス検査
検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 ９日（水）13時30分～
28日（月）14時00分～

骨髄バンクドナー登録検査 14日（月）・28日（月）
10時30分～ 11時30分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

居場所　きみのスマイル ２日（水）・16日（水）
10時～ 15時

ゲストハウス
「のぞみ」

子育て推進課
（こども家庭支援センター）

080 - 8900 -
5910

紀美野町の人口
【令和7年５月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制 ：問い合わせ先までご予約ください。行事・相談のおしらせ

こ
ど
も
に
よ
る
火
遊
び
で
の
火
災
が

発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
、

火
災
の
発
見
が
遅
れ
、
火
災
が
拡
大
す

る
要
因
に
な
り
ま
す
。
火
遊
び
に
よ
る

火
災
の
う
ち
、
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
も
の

が
最
も
多
く
、
次
い
で
マ
ッ
チ
に
よ
る

も
の
、
３
番
目
に
火
の
つ
い
た
紙
に
よ

る
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
火
災

予
防
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
た

ち
と
話
し
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト

１
．
こ
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な

い
。

２
．
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
こ
ど
も
の

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

３
． 

こ
ど
も
だ
け
で
火
を
取
り
扱
わ

せ
な
い
。

４
．
火
遊
び
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

か
け
た
ら
注
意
を
す
る
。

５
．
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
火
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
教
育
す
る
。

問　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
１
４
６

火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う 紀美野町HP
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編
集

・
発

行
　

紀
美

野
町

総
務

課
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 Ｔ
Ｅ

Ｌ
　

０
７

３
—

４
８

９
—

２
４

３
０

　
〒

６
４

０
—

１
１

９
２

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 Ｆ
Ａ

Ｘ
　

０
７

３
—

４
８

９
—

２
５

１
０

　
和

歌
山

県
海

草
郡

紀
美

野
町

動
木

２
８

７
　

　
　

　
　

　
　

  https://w
w

w
.tow

n.kim
ino.w

akayam
a.jp

2
0
2
5
.7
　
広
報
き
み
の
　
第
2
3
5
号

有料広告

申込フォーム

猪
い が り

狩　天
て

睦
ん

 ちゃん
令和５年７月生

「これからも姉妹仲良く、
すくすく育ってね♥」

山
やました

下　稜
りょう

平
へい

 ちゃん
令和４年７月生

「４人兄弟仲良く育ってね。
稜平大好きだよ♥」

岡
おか

　永
とう

華
か

ちゃん
令和４年７月生

「元気でいてくれてあり
がとう！大好き♥♥♥」

広
報
誌
の
発
行
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る

町
内
の
満
１
歳
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
申
込

フ
ォ
ー
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7月

2歳3歳3歳


